
東
京
原
水
協
第
２
回
理
事
会

が
１
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
理
事
会
で
は
、
２
０
２
５

年
の
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
１

月
22
日
に
核
兵
器
禁
止
条
約
が

発
効
４
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
条
約
に
参
加
・
批
准
を
し

な
い
日
本
政
府
の
姿
勢
を
厳
し

く
断
じ
ま
し
た
。

今
年
は
、
被
爆
80
年
。
日
本

被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
を
力
に
核
兵
器
の
な
い
世
界
、

非
核
の
日
本
を
実
現
す
る
た
め

被
爆
者
と
共
に
運
動
を
前
進
さ

せ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

今
年
初
め
の
大
き
な
取
り
組

み
と
し
て
２
月
27
日
か
ら
の
ビ

キ
ニ
デ
ー
集
会
に
現
地
・
オ
ン

ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
１
２
０
人
の

参
加
目
標
を
確
認
し
ま
し
た
。

３
月
１
日
だ
け
の
参
加
を
含

め
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

（
東
京
原
水
協
通
信
よ
り
）

◇
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
案
内

⑴

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
登
録

は
日
本
原
水
協
が
一
括
し
て

行
い
ま
す
。

下
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
必
要
事

項
を
入
力
し
、
申
し
込
み
ま

す
。
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⑵

参
加
申
込
み
最
終
集
約

は
２
月
25
日(

火)

で
す
。

⑶

資
料
は
、
登
録
さ
れ
た

ア
ド
レ
ス
へ
日
本
原
水
協
事

務
局
か
ら
送
付
し
ま
す
。

⑷

参
加
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
登

録
さ
れ
た
ア
ド
レ
ス
へ
、
日

本
原
水
協
事
務
局
か
ら
送
付

し
ま
す
。

▽
３･

１
ビ
キ
ニ
デ
ー

オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
プ
ロ
グ
ラ
ム

①

３･

１
ビ
キ
ニ
デ
ー
日

本
原
水
協
全
国
集
会

＊
２
月
28
日(

金)

13:

00
～
15:

00

②

被
災
71
年
３･

１
ビ
キ

ニ
デ
ー
集
会

＊
３
月
１
日(

土)

13:

00
～
15:

30

参
加
費

２
月
28
日
全
国
集

会
１
０
０
０
円
、
３
月
１
日

３･

１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
・

１
０
０
０
円

▽
問
合
先

東
京
原
水
協

T
E
L
:
0
3
-
5
3
9
5
-
4
2
2
2

核
兵
器
禁
止
条
約
が
２
０
２

１
年
に
発
効
し
て
か
ら
ち
ょ
う

ど
４
周
年
と
な
る
２
０
２
５
年

１
月
22
日
（
水
）
、
憲
法
東
京

共
同
セ
ン
タ
ー
・
東
京
原
水
協
・

豊
島
原
水
協
・
東
京
都
原
爆
被

害
者
協
議
会
（
東
友
会
）
は
共

同
の
宣
伝
行
動
を
行
な
い
ま
し

た
。12:

00
か
ら
１
時
間
の
取
り

組
み
に
、
14
団
体
28
人
が
参
加

し
、
チ
ラ
シ
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ

２
５
０
枚
を
配
布
し
、
日
本
政

府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・

批
准
を
求
め
る
署
名
44
筆
を
集

め
ま
し
た
。

被
爆
者
や
支
援
者
、
労
組
・

団
体
の
代
表
ら
が
マ
イ
ク
を
握

り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日

本
の
参
加
と
署
名
へ
の
協
力
を

訴
え
ま
し
た
。
東
友
会
・
石
飛

さ
ん
は
、
被
爆
の
恐
ろ
し
い
実

相
と
戦
後
の
被
爆
者
差
別
の
歴

史
を
解
説
し
ま
し
た
。
ま
た
、

被
爆
者
が
ガ
ン
や
白
血
病
な
ど

の
病
気
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
に

触
れ
、
「
80
年
経
っ
た
い
ま
で

も
恐
怖
に
怯
え
て
い
る
」
と
話

し
ま
し
た
。

東
京
社
保
協
・
大
嶋
さ
ん
は
、

高
す
ぎ
る
国
保
料
と
低
年
金
の

問
題
等
を
告
発
し
な
が
ら
、

「
軍
事
費
の
拡
大
で
は
な
く
、

い
の
ち
ま
も
る
政
治
を
」
と
求

め
、
東
京
平
和
委
員
会
会
員
で

も
あ
る
伊
藤
さ
ん
は
、
民
医
連

と
し
て
「
防
衛
費
よ
り
命
を
守

れ
、
署
名
に
批
准
を
」
と
訴
え

ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し

て
４
周
年
の
１
月
22
日
に
、
日

本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の

署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
の

共
同
提
出(

第
５
次)

の
つ
ど
い

が
、
衆
議
院
第
１
議
員
会
館
で
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３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
へ

東
京
か
ら
１
２
０
人
で
行
こ
う
！

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
か
ら
４
年

１
・
22
東
京
宣
伝
in
池
袋

核
兵
器
禁
止
条
約
参
加
署
名

１
７
２
万
筆
超

《３・１ビキニデープログラム》
◇２月27日(木)国際交流会議・14:00～16：30

・グランシップ静岡

◇２月28日(金)全体集会・分科会・13:00～18:30

・グランシップ静岡

◇３月１日(土)墓参行進・墓前祭・９:15

・焼津駅南口集合

◇３月１日(土)被災71年３･１ビキニデー集会

・13:00～15:30・焼津市民文化センター

《ビキニデー参加要綱》
◇参加費：一般２月28日～３月１日：9,500円

・１日参加費：27日・4,500円、28日・5,500円、

３月１日・4000円

◇宿泊：三交イン

静岡北口(静岡駅

北口徒歩８分)

9,000円(シング

ル:１泊朝食付き)

◇最終締め切り：

２月26日(水)

◇３･１ビキニデー

学習パンフ：220

円（送料実費）

◇申込先：東京原

水協TEL:03-5395-

4222、FAX:03-539

5-4220



開
催
さ
れ
、
原
水
協
、
被
団
協
、

東
友
会
や
政
党
の
代
表
な
ど
が

参
加
し
、
外
務
省
に
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
15
万
８
１
４
６
人

分
の
署
名
を
提
出
し
、
累
計
で

１
７
２
万
３
４
６
３
人
筆
に
な

り
ま
し
た
。

東
京
都
は
、
２
月
１
日
付

「
広
報

東
京
都
」
で
、
そ
の

一
画
の
「
募
集
」
欄
に
12
行
で
、

３
月
10
日
に
開
催
す
る
「
東
京

都
平
和
の
日
」
記
念
式
典
・
記

念
演
奏
へ
の
参
加
者
募
集
（
１

４
０
人
）
の
お
知
ら
せ
の
み
で

東
京
都
主
催
の
「
東
京
空
襲
資

料
展
」
に
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

昨
年
は
、
空
襲
体
験
者
の
１

２
２
人
の
ビ
デ
オ
が
公
開
さ
れ
、

前
年
の
２
倍
に
あ
た
る
５
千
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
１

６
９
人
の
空
襲
体
験
者
の
ビ
デ

オ
が
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

小
池
都
知
事
は
「
東
京
空
襲

資
料
展
」
に
後
ろ
向
き
で
す
。

こ
の
機
会
に
東
京
空
襲
資
料

展
を
み
ん
な
で
見
に
行
き
、

「
東
京
都
平
和
祈
念
館
」
（
仮

称
）
建
設
の
声
を
広
げ
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
年
は
、
東
京
都
主
催
の

「
東
京
空
襲
資
料
展
」
は
、
次

の
４
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

千
代
田
会
場
〔
３
月
４
日
～
16

日
：
千
代
田
区
役
所
１
階
ホ
ー

ル
〕
、
世
田
谷
会
場
〔
２
月
27

日
～
３
月
10
日
：
世
田
谷
区
立

平
和
資
料
館
〕
、
多
摩
市
会
場

〔
３
月
３
日
～
３
月
10
日
：
多

摩
市
立
永
山
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〕
、

羽
村
市
会
場
〔
３
月
３
日
～
３

月
10
日
：
羽
村
市
役
所
１
階
ホ
ー

ル
〕
。
入
場
無
料
。

柴
田
桂
馬
さ
ん
の
通
信
抜
粋

＊
な
お
、
東
京
大
空
襲
犠
牲
者

追
悼
・
記
念
資
料
展
実
行
委
員

会
主
催
の
「
被
災
80
周
年

東

京
大
空
襲
資
料
展
」
は
、
３
月

７
日
（
金
）
～
10
日
（
月
）
10

時
～
17
時
、
浅
草
公
会
堂
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
（
入

場
無
料
）
。
ま
た
、
同
実
行
委

員
会
主
催
の
追
悼
集
会
は
、
３

月
10
日
13
時
か
ら
、
東
京
大
空

襲
犠
牲
者
追
悼
碑
前
（
隅
田
公

園
言
問
橋
際
）
で
開
か
れ
ま
す
。

１
月
23
日
、
安
保
破
棄
中
央
・

東
京
実
行
委
員
会
は
、
東
京
・

新
宿
駅
前
で
定
例
の
「
23
宣
伝
・

署
名
行
動
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

各
団
体
の
代
表
が
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
で
訴
え
、
辺
野
古
新
基
地

中
止
と
日
米
地
位
協
定
抜
本
改

定
の
署
名
を
行
な
い
ま
し
た
。

安
保
破
棄
中
央(

実)

の
東
森

事
務
局
長
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
復
活
し
、
新
政
権
の
国
防
次

官
に
指
名
さ
れ
た
コ
ル
ビ
ー
氏

が
「
日
本
の
防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
３
％
に
」
と
発
言
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
、
「
３
％
と
な

れ
ば
、
年
間
16
兆
５
千
億
円
と

い
う
途
方
も
な
い
数
字
と
な
る
」

と
指
摘
。
「
ア
メ
リ
カ
が
日
本

に
求
め
る
軍
備
拡
大
は
ア
メ
リ

カ
の
対
中
国
戦
略
の
肩
代
わ
り

で
あ
り
、
日
本
防
衛
の
た
め
で

は
な
い
。
こ
れ
以
上
ア
メ
リ
カ

言
い
な
り
の
軍
拡
は
許
さ
れ
な

い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

日
本
平
和
委
員
会
の
岩
月
事

務
局
次
長
は
「
ア
メ
リ
カ
が
起

こ
す
戦
争
に
自
衛
隊
員
が
動
員

さ
れ
る
計
画
を
許
し
て
い
い
の

か
」
と
訴
え
、
安
保
破
棄
東
京

(

実)

の
岸
本
事
務
局
長
は
、
都

議
会
自
民
党
の
裏
金
問
題
を
批

判
し
「
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら

せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
通

行
人
が
訴
え
を
聞
き
、
署
名
に

応
じ
ま
し
た
。

（
安
保
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
抜
粋
）

２
０
２
５
年
度
軍
拡
予
算
案
の

問
題
点
を
え
ぐ
り
だ
す

◇
講
師
／
冨
塚
明
さ
ん
（
日
本

平
和
委
員
会
常
任
理
事
、
な
が

さ
き
平
和
委
員
会
事
務
局
長
）

◇
日
時
：
２
月
21
日
（
金
）

15
時
～
16
時
30
分

◇
左
記
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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◇
主
催
：
日
本
平
和
委
員
会

響
子
の
旅
日
記

滋
賀
県

皆
さ
ま
、
お
元
気
で
し
ょ
う

か
？

２
０
２
５
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
は
先
月
12
～
14
日
の
日
程

で
滋
賀
県
を
旅
し
ま
し
た
。
私

は
子
ど
も
の
時
か
ら
ず
っ
と
比

叡
山
延
暦
寺
に
お
参
り
に
行
き

た
く
て
今
回
や
っ
と
念
願
叶
い

感
無
量
で
す
。

日
本
一
長
い
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

で
登
り
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
で
約

15
分
く
ら
い
で
到
着
。
琵
琶
湖

一
望
の
眺
め
は
最
高
、
雪
が
チ

ラ
チ
ラ
舞
い
風
情
も
抜
群
、
路

面
は
凍
結
し
て
い
る
の
で
滑
ら

な
い
よ
う
に
歩
く
、
そ
れ
が
意

外
と
大
変…

延
暦
寺
の
根
本
中

堂
は
３
年
後
ま
で
は
改
装
工
事

中
で
す
が
中
は
入
れ
ま
す
。
か

の
有
名
な
「
不
滅
の
法
灯
」
も

拝
む
こ
と
が
で
き
、
な
ん
と
そ

こ
で
住
職
が
護
摩
行
を
し
て
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
大
々
的

な
炎
が
焚
か
れ
る
中
を
様
々
な

人
の
願
い
を
念
じ
て
い
る
荘
厳

さ
に
は
言
葉
を
呑
み
ま
し
た
。

私
は
シ
レ
っ
と
そ
の
後
ろ
に

座
り
一
緒
に
拝
ま
せ
て
も
ら
い

私
の
願
い
も
伝
え
て
参
り
ま
し

た
。
「
日
本
が
真
の
平
和
国
家

に
な
り
ま
す
よ
う
に…

合
掌
」

今
回
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
、

新
婦
人
滋
賀
県
本
部
事
務
局
長

の
安
斎
ゆ
み
さ
ん
。
快
く
車
を

出
し
て
く
れ
、
沢
山
様
々
な
箇

所
に
連
れ
て
っ
て
く
だ
さ
り
、

も
う
足
向
け
て
寝
ら
れ
な
い
程

感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
夜

は
滋
賀
県
原
水
協
事
務
局
長
の

西
野
明
さ
ん
と
合
流
し
大
津
の

街
へ
。
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な

が
ら
身
に
な
る
運
動
話
を
お
聞

き
し
、
そ
れ
か
ら
行
き
つ
け
の

カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク
へ
。
マ
マ
、

マ
ス
タ
ー
、
お
客
様
、
皆
さ
ん

と
て
も
素
敵
な
方
々
で
地
方
か

ら
き
た
私
を
大
歓
迎
し
て
く
れ

ま
し
た
。
日
頃
か
ら
地
元
で
繋

が
り
を
作
っ
て
い
て
信
頼
関
係

抜
群
で
活
動
面
で
も
本
当
に
良

い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
魅
力
満
載
の
滋
賀

県
、
ま
た
初
夏
、
秋
に
行
き
た

い
で
す
。
今
回
も
お
読
み
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
次
回
も
お
楽
し
み
に
。

追
伸
・
こ
の
度
、
私
・
伊
藤
響

子
は
、
日
本
平
和
委
員
会
事
務

局
長
の
千
坂
純
と
結
婚
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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“
ト
ラ
ン
プ
言
い
な
り
”

日
本
の
大
軍
拡
は
許
さ
な
い

23
宣
伝
・
署
名
行
動

響
子
の
旅
日
記

東
京
空
襲
資
料
展
を

見
に
行
こ
う

大
軍
拡
反
対
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会


